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小
学
校
一
年

　
　
牧
　
田

小
学
校
二
年

　
　
米
　
持

小
学
校
三
年

　
　
横
　
尾

小
学
校
四
年

　
　
鈴
　
木

小
学
校
五
年

　
　
西
　
潟

小
学
校
六
年

　
　
山
　
岸

中
学
校
一
年

　
　
小
　
堺

中
学
校
二
年

　
　
斉
　
藤

中
学
校
三
年

　
　
鈴
　
木

久
美
子

峠
　
小
学
校

ま
　
　
り

室
野
小
学
校

　
　
隆

峠
　
小
学
校

優
　
子

松
代
小
学
校

寿
　
弘

室
野
小
学
校

寺玲
田

分子
校

聡
　
子

文
　
明

智
　
子
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恒
例
の
町
書
初
展
覧
会
を
1
月
1
8
日

・
1
9
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
町
総
合
セ

ン
タ
ー
3
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
毎
年
一
般
の
皆
様
と
各
学
校
の
ご
協

力
を
得
て
、
町
教
育
振
興
会
と
公
民
館

が
主
催
し
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

今
年
も
、
小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

部
、
高
校
生
の
部
、
一
般
の
部
に
加
え
、

室
野
書
道
会
、
福
島
仲
よ
し
お
習
字
会

か
ら
多
さ
ん
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
盛

大
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
出
品
、
設
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　

な
お
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の

部
特
選
・
準
特
選
を
表
彰
し
、
出
品
作

に
奨
励
賞
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

小
学
校
準
特
選

五
学
年

　
　
武

　
　
小

六
学
年

　
　
鈴

堺田

和
　
美
（
松
代
小
）

仁
　
史
（
蒲
生
小
）

一
学
年

　
　
柳

二
学
年

　
　
高
　
沢

三
学
年

　
　
鈴
　
木

四
学
年

　
　
山
　
岸

　
　
石
　
野

志
朗
（
松
代
小
）

優
美
子
（
松
代
小
）

信
　
子
（
室
野
小
）

由
　
加
（
室
野
小
）

正
　
明
（
峠
　
小
）

木
和
夫
（
室
野
小
）

中
学
校
準
特
選

一
学
年

　
　
関
谷
直
美
・
柳
　
　
　
泉

三
学
年

　
　
佐
藤
睦
子
・
菅
井
和
博

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

に立目

灘
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灘
繕
欝
灘
嚢
灘
欝

鑛
灘
雲
鹸
嚢
蒙
き
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…
　

高
校
の
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特
選

　
　
　
小
野
島

準
特
選

斉
藤
義
弘

　
　
二
年

樋
口
良
夫

　
　
一
年

斉
木
伸
子

　
　
・
三
年

β立
ロ佳

　
子

　
三
年
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国民年金の保険料が4月から3770円に

国年容ロ

軸
“

致

ぎ光

￥3，770

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料

が
、
こ
の
四
月
か
ら
一
ケ
月

に
つ
き
三
、
七
七
〇
円
に
改

め
ら
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
は
、
い
ま
ま

で
ど
お
り
一
ケ
月
に
つ
き
四

〇
〇
円
と
す
え
置
き
で
す
か

ら
、
付
加
保
険
料
に
加
入
し

て
い
る
人
は
一
ケ
月
に
つ
き

四
、
　
一
七
〇
円
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
の

し
た
。

階
的
な
引
き
上
げ
分
に
加
え
、

年
金
額
の
増
額

に
要
し
た
財
源
を
補
て
ん
し
ょ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
加
入
者
の

み
な
さ
ん
の
負
担
も
大
き
く
な
る
わ
け

で
す
が
、
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度

に
す
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
措
置
で

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
改
正
と
そ
の
後
の
物
価
ス
ラ

イ
ド
に
よ
り
、
夫
婦
が
と
も
に

付
加
保
険
料
に
加
入
し
て
二
十

五
年
間
か
け
た
場
合
、
年
額
一
、

〇
六
一
、
四
〇
〇
円
（
月
額
八

八
、
四
五
〇
円
）
の
年
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
年
金
額
を
支
給
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
年
金

財
政
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
保
険
料
は
、
一
ケ
月

七
、
O
O
O
円
程
度
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
で
は
、
加
入

者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
が
急
に

増
え
る
こ
と
を
避
け
て
、
昭
和

五
十
二
年
度
か
ら
保
険
料
の
段

階
的
引
き
上
げ
を
行
っ
て
き
ま

今
年
の
改
正
理
由
は
、
こ
の
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
の

　
　
　
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
分
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
昨
年
十
一
月
か
ら
募
集
い
た
し
ま
し

た
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
金
」
に
は

皆
さ
ん
か
ら
深
い
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
様
で
十
二
月
末
日
現
在
寄
せ

ら
れ
た
救
援
金
は
百
十
二
件
、
三
百
二

十
四
万
八
千
円
余
の
多
き
に
達
し
ま
し

た
。　

赤
十
字
で
は
医
療
班
ニ
チ
ー
ム
を
現

地
に
派
遣
し
た
ほ
か
更
に
一
チ
ー
ム
が

待
機
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
食
料
品
、
ベ
ビ
ー
フ
ー

ド
、
医
療
品
を
送
っ
て
救
援
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
救
援
金
は
引
き
続
き
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
し
、
こ
れ
に
限
ら
ず
国
内

外
へ
の
救
援
金
も
常
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
暖
か
い
善
意
を
ご
寄
託
く
だ

さ
い
。

　
と
り
あ
え
ず
広
報
紙
を
お
か
り
し
て

十
二
月
末
ま
で
の
中
間
報
告
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
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〃
－
　
ー
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人ロのうこき一
2月1白現在

1数　1，890（＋1）
1男　3，658（一1）

女3．724（一3）
計7．382（一4）

数
男
女
計

帯
口

世
人

7
つ
U
O

　
1
　
2

亡
出
計

死
転
減

、「ゾ

1　出生　11
レ

）転入　　5

1増計16
レ

」一㌧一鞠1

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

蒔
つ
え
瀦

お
め
で
ζ
つ
◎
髄

大
野
賢
郎
・
柳
　
保
子

紡
蓑
乃
奪

　
　
　
　
　
父
利
男

山
岸
美
沙
子

　
　
　
　
　
母
多
恵
子

　
　
　
　
　
父
和
雄

萬
羽
亜
紀
子
母
て
る
子

　
　
　
　
　
父
耕
一

山
本
芳
信
母
千
枝
子

　
　
　
　
　
父
幸
治

佐
藤
悦
雄
母
李

　
　
　
　
　
父
辰
蔵

西
方
　
佑
美

　
　
　
　
　
母
慶
子

　
　
　
　
　
父
勝
英

宮
澤
　
祐
司

　
　
　
　
　
母
タ
ミ
エ

　
　
　
　
　
父
敏
雄

中
澤
　
　
翼

　
　
　
　
　
母
栄
子

　
　
　
　
　
父
友
一

村
山
　
和
美

　
　
　
　
　
母
京
子

　
　
　
　
　
父
正
志

室
岡
　
一
憲

　
　
　
　
　
母
直
子

　
　
　
　
　
父
好
平

若
井
　
信
行

　
　
　
　
　
母
愛
子

　
　
　
　
　
父
誠
一

室
岡
　
誠
母
節
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

佐
藤
　
由
松

小
堺
甲
一
郎

井
上
　
　
誠

相
澤
　
ヤ
ウ

八
○
才

六
二
才

七
一
才

八
二
才

佐
藤
　
信
義
　
七
四
才

五
十
嵐
又
一

宮
澤
　
竹
松

八七

才才

松
代

　
吉
沢
光
学

長
女

長
女

長
男

長
男

長
女

二
男

蒲
生

松
野
屋

会
沢

　
石
原

膝
度

竹
所

　
杉
林

千
年

源
之
助

下
山

　
高
原

長
男
木
和
田
原

　
　
　
　
戸
花

三
女

長
男

長
男

長
男

室
野

　
糀
や

松
代

松
栄
館

松
代

　
常
七

田
曙

室
野
由
兵
衛

蒲
生
　
越
前

寺
田
　
本
家

菅
刈

あ
ら
や
し
き

木
和
田
原

　
　
　
東
屋

小
荒
戸
新
屋

下
山
　
後
田

　
　
　
別



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ

昭
和
54
年
死
亡
原
因
に
つ
い
て

　
昭
相
五
十
四
年
松
代
町
の
死
亡
者
数

は
八
十
人
で
、
死
亡
率
は
人
口
千
人
に

対
し
て
十
・
八
人
で
す
。
全
国
、
県
と

も
死
亡
率
が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、

増
加
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
ず
。

　
死
亡
順
位
の
第
一
位
は
、
脳
卒
中
と

心
臓
病
で
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
人
、
二
二

・
五
％
で
す
。
第
二
位
は
が
ん
、
十
四

人
で
十
七
・
五
％
で
す
。
脳
卒
中
、
心

臓
病
、
が
ん
は
成
人
病
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
三
つ
の
原
因
で
亡
く
な

っ
た
方
が
、
全
体
の
六
二
・
五
彩
を
占

め
て
い
ま
す
。
第
四
位
は
老
衰
十
三
人

で
十
六
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
第

五
位
は
自
殺
、
綴
死
、
六
人
で
七
・
五

％
で
す
。

　
年
齢
別
で
は
、
若
く
し
て
亡
く
な
る

方
が
多
く
い
ま
す
。
二
十
才
ま
で
に
二

人人人人人
rり　　「D　　「り　　、　　「馳

六
人
と
、

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
成
人
病
で
は
二
十
三
人
で
す
。

　
成
人
病
が
、
こ
の
よ
う
に
多
い
た
め
、

二
十
一
才
か
ら
三
十
才
ま
で
に
一

三
十
一
才
か
ら
四
十
才
ま
で
に
一

四
十
一
才
か
ら
五
十
才
ま
で
に
四

五
十
一
才
か
ら
六
十
才
ま
で
に
八

六
十
一
才
か
ら
七
十
才
ま
で
に
十

　
　
七
十
才
ま
で
に
、
三
十
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
う

昭和54年死亡原因

若
年
者
の
発
病
、
死
亡
を
な
く
そ
う
と

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
検
診
、

指
導
会
、
衛
生
教
育
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
出
稼
検
診
、
循
環
器
検
診
、
老
人

検
診
な
ど
に
よ
っ
て
、
血
圧
の
高
い
人
、

心
臓
の
具
合
の
悪
い
人
、
尿
に
蛋
白
や

糖
の
出
る
人
、
高
脂
血
症
の
人
な
ど
、

早
く
み
つ
け
だ
し
、
そ
の
後
適
切
な
治

療
に
つ
く
こ
と
や
、
日
常
生
活
に
気
を

つ
け
て
、
今
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う

に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
検
診
は
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
、
受
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
注
意
や
、
指
導
さ
れ
た
事
は
ぜ
ひ

守
っ
て
下
さ
い
。
今
年
も
検
診
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
成
人
病
予
防
の
た
め
全

員
の
方
が
受
け
て
下
さ
い
。

　
が
ん
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、

毎
年
検
診
を
受
け
て
健
康
を
確
認
す
る

事
が
大
切
で
す
。
が
ん
の
検
診
は
、
松

代
町
で
は
、
胃
の
集
団
検
診
と
、
婦
人

科
検
診
を
申
込
制
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多

く
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
自
殺
、
糀
死
は
、
毎
年
多
く
、
不
自

然
な
、
な
く
な
り
方
で
す
の
で
、
家
族

ぐ
る
み
、
部
落
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
で

脳卒　中

（22．5％）

心臓病

（22．5％）

ん

　　　　　　そ　　　　事：故　の

　　肺炎ε7他
　　（5．0％）％

自殺・　　　）
　　溢曹
（7．5彩）

衰老

（16。3彩）

カ∫

（17．5％）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

自
殺
の
防
止
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

（）は女年令別死亡原因昭和54年
死　　因 0　～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～70 71～80 81以上 計

脳卒中 2 3（1） 6（3） 7｛5） 18（9）

心臓病 1 1 1 1 6（3） 5（3） 3（3） 18（9）

が　　ん 3旧 7｛3） 4（2） 14（6》

老　　衰 4（2） 9（6） 1318）

自　　殺 1 1 1（1） 2（21 1（1） 614）

肺　　炎 3（2） 1（1） 4（3）

事　　故 1 1 1 3
その他 1｛1） 1 1（11 1 4（1）

計 2（1｝ 1 1 4 8（2） 16（71 26（15 22α6 80（4⊃

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

心
配
ご
と
相
談

生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問

題
・
老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
下
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら

十
一
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺
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室
野
部
落
入
口
（
松
代
よ
り
）

に
ス
キ
ー
場
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
発
足
し
た
室
野
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
（
会
長
　
小
堺
貢
　
会
員
B

名
）
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
事

業
を
進
め
て
い
た
室
野
ス
キ
ー
場

の
第
一
期
工
事
が
終
了
。
1
月
1
3

日
、
盛
大
に
ス
キ
ー
場
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
町
長
を
は

じ
め
、
教
育
長
、
町
ス
キ

ー
協
会
長
ほ
か
多
数
の
来

賓
、
関
係
者
が
出
席
。
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
喜
び
の

初
ス
ベ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
室
野
ス
キ
ー
場
は
全
長
五

〇
〇
m
、
幅
一
五
～
二
〇
m
、

標
高
差
一
五
〇
m
の
立
派
な

も
の
で
あ
り
、
こ
の
ス
キ
ー

場
の
開
設
以
来
、
親
子
で
ス

キ
ー
を
楽
し
む
家
庭
が
ぐ
ん
と

ふ
え
て
お
り
、
冬
の
娯
楽
、
体

力
づ
く
り
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
で
は
、
こ
の
あ
と
斜
面
整

備
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ス
・
休
憩
所

の
設
備
等
の
事
業
を
計
画
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鮮

継走で古町チーム

勝連3
　　　蓼
　　鰹

　　

　輯　鱗灘

　
2
月
3
日
、
松
代
町
ス
キ
ー
協
会
主

催
に
よ
る
第
2
0
回
町
内
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
、
少
林
寺

山
ス
キ
ー
場
で
回
転
、
大
回
転
競
技
が
、

午
後
は
、
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
駅
伝
継
走
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
ス
キ
ー

日
和
り
と
な
り
、
大
会
の
花
形
、
駅
伝

継
走
に
は
1
8
チ
ー
ム
が
参
加
、
応
援
の

拍
手
と
か
け
声
を
う
け
、
大
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
回
転
の
部

”
青
年
一
部
鯉

①
竹
内
修
一
②
石
口
博
雄
③
大
島
正
明

”
青
年
二
部
H

①
武
田
繁
男
②
関
谷
　
馨
③
関
谷
栄
治

目
第
一
壮
年
の
部
”

①
関
谷
昭
栄
②
山
岸
　
進
③
山
岸
俊
雄

陸
第
二
壮
年
の
部
H

①
佐
藤
政
行
②
関
谷
松
雄
③
樋
口
堅
一

H
第
三
壮
年
の
部
”

①
関
谷
政
一
②
平
沢
　
清
③
若
井
武
徳

◎
大
回
転
の
部

ほ
青
年
一
部
H

①
竹
内
修
一
②
石
口
博
雄
③
高
橋
正
巳

に
青
年
二
部
目

①
黒
田
広
幸
②
関
谷
栄
治
③
関
谷
馨

”
第
一
壮
年
の
部
H

①
関
谷
昭
栄
②
山
岸
　
進
③
村
山
達
三

”
第
二
壮
年
の
部
“

①
佐
藤
政
行
②
樋
口
堅
一

口
第
三
壮
年
の
部
H

①
関
谷
忠
吉
②
関
谷
政
一
③
平
沢
清

H
婦
人
大
回
転
の
部
緋

①
佐
藤
日
出
子
②
藤
田
純
子

◎
駅
伝
継
走
の
部

①
古
町
A
チ
ー
ム
（
関
谷
邦
一
・
関
谷

　
　
　
　
　
　
　
馨
・
鈴
木
孝
雄
）

②
古
町
B
チ
ー
ム
（
山
岸
宏
海
・
市
川

　
　
　
　
　
　
　
実
・
五
十
嵐
勲
）

③
電
気
屋
チ
ー
ム
（
関
谷
司
郎
・
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
幸
治
臥
佐
藤
政
行
）

④
商
工
会
チ
ー
ム
（
鈴
木
誠
一
・
山
岸

　
　
　
　
　
　
　
進
・
牧
田
義
雄
）

⑤
役
場
B
チ
ー
ム
（
関
谷
栄
治
・
武
田

　
　
　
　
　
　
　
芳
夫
・
石
口
松
男
）

⑥
役
場
C
チ
ー
ム
　
（
石
口
丈
夫
・
室
岡

　
　
　
　
　
　
　
徹
・
山
賀
茂
）

◎
駅
伝
継
走
個
人
タ
イ
ム
（
約
2
㎞
）

①
関
谷
馨
7
分
47
秒
②
鈴
木
孝
雄
8
分

19

秒
③
大
島
正
明
8
分
3
0
秒
④
佐
藤
政

行
8
分
52
秒
⑤
市
川
実
9
分
㎝
秒
⑥
関

谷
邦
一
9
分
04
秒
⑦
牧
田
義
雄
9
分
0
9

秒
⑧
山
岸
宏
海
9
分
2
9
秒
⑨
五
十
嵐
勲

9
分
お
秒
⑩
斉
木
優
9
分
3
8
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励



中2学年①　村松由美子

　　　②西潟留美子
　　　③斉木　保子
　　　④横尾　雅子
　　　⑤富沢かつみ
　　　⑥牧田美奈子
中3学年①　小島　早苗

　　　②本柳　禎子
　　　③．中沢巳守子

　　　④米持　朋子
　　　⑤福島　和美
　　　⑥山岸　典子

奢位賞6
入

位
の侍区銘ゆげ刀

（距離）小学生男子

5学任①佐藤祐二
　　②柳　　益夫
　　③石口　雄一
　　④宮沢　　充
　　⑤寺崎　幸男
　　⑥若井　義広
6学伍①小堺　敏明
　　②中村　　修
　　③山賀　智之
　　④柳　　浩二
　　⑤池田　　昇
　　　⑥鈴木　和夫

清水小

松代小

松代小

松代小

桐山小

蓬平小

室野小

莇平小

松代小

松代小

北山小

室野小

（大回転）中学生男子

スキー部①茂野　広平

　　　②小島　昭夫
　　　③相沢　　忠
　　　④市川　　清
　　　⑤斉藤　文明

　　⑥関谷　　徹
（大回転）小学生女子

5学年①山岸由加室野小
　　②本山　洋子　室野小
　　③　佐藤　信子　孟地小
　　④　佐藤　　由美　　室野小

　　⑤　山岸さおり　室野小
　　⑥　佐藤　　時子　　室野小

6学伍①　佐藤　房江　孟地小

　　②　柳　　　清美　孟地小

　　③高橋　博子　室野小
　　④中村矢寿子室野小
　　⑤柳　　　洋子　孟地小
　　⑥　柳　　　敦子　　蒲生小

（大回転）中学生女子

①柳
②田辺
③西潟
④関谷
⑤小堺
⑥佐藤

子
美
子
美
子
子

智
秀
範
直
聡
昭

6学年⑥　佐藤　弘幸　　孟地小
（大回転）中学生男子

中学1年①　五十嵐政和

　　　②山賀　和広
　　　③村松　修博
　　　④市川　　功
　　　⑤高野　　宏
　　　⑥谷沢　信一
中学2年①　万羽　幹春

　　　②山本　秀樹
　　　③中島　　晃
　　　④上村　隆一
　　　⑤関谷　信幸
　　　⑥佐藤　伸一
中学3年①若月　英樹

　　　②菅井　和博
　　　③柳　　隆夫
　　　④牧田　正樹
　　　⑤山岸　正博
　　　⑥堀川　武雄
（回　転）中学生男子

　　　①相沢　　忠
　　　②市川　　清
　　　③関谷　　徹
　　　④小島　昭夫
　　　⑤田辺　政彦
　　　⑥斉藤　文明

アルペンの部

（回　転）小学生男子

5学年①関谷

　　②仲村
　　　③柳

　　④関谷
　　⑤谷沢
　　⑥米持．
6学年①小島

　　②柳
　　③斉木
　　④松永
　　⑤佐藤
　　⑥柳

儲又欝

司
弘
幸
明
広
仁
志
豊
雄
二
幸
輔

　
一
俊
康
正
善
正
　
秀
賢
弘
幸

（大回転）小学生男子

5学年①山岸

　　②若月
　　③関谷
　　④矢沢
　　⑤仲村
　　⑥佐藤
6学年①斉木

　　②小島
　　③柳
　　④松永
　　⑤笠原

一
一
司
芳
弘
一
雄
志

秀
祐
　
正
一
健
秀
正

二三夫

　賛二
　繁雄

松代小

儀明小

孟地小

松代小

峠小
室野小

松代小

孟地小

室野小

松代小

孟地小

孟地小

蒲生小

松代小

松代小

峠小
儀明小

室野小

室野小

松代小

孟地小

松代小

松代小

松
代
町

第
25
回

主
催

松
代
町
教
育
振
興
会

小
・
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果

期
日

2
月

6
目、

　（6｝



　　　i萎　雛雛・
聾弛

奪

馨蹴
饗
㎜

i嚢i蕪

磯

纒
鰹
灘
雛
纒
灘
鑛

（距　離）小学生女子

5学年①山賀愛子松代小
　　　②室岡知子北山小
　　　③池田弘美莇平小
　　　④小堺智恵子室野小
　　　⑤中村　由美清水小

　　　⑥横尾よし枝峠小
6学伍①山賀伊佐子松代小
　　　②　中村　由紀　清水小

　　　③小野島智子清水小

　　　④関谷洋子松代小
　　　⑤　山岸あけみ孟地小

　　　⑥小山　純子桐山小
（距　離）中学生男子

　　　①中村　　浩
　　　②植木　　勲
　　　③鈴木　　寿
　　　④中沢　一正
　　　⑤柳　　幸久
　　　⑥石口　春夫
（距　離）中学生女子

　　　①山賀　広恵
　　　②高橋　弥生
　　　③高橋　昭子
　　　④柳　　恵子
　　　⑤本柳　典子
　　　⑥柳　　和子

（距　離）中学生男子

スキー部①　山賀健一郎

　　　②片桐　真人
　　　③柳　　正春
　　　④中村　義寛
　　　⑤市川　雪政

　　　⑥富沢政彦
　　　⑥関谷　直明
（距　離）中学生女子

スキー部①志賀　菊江

　　　②関谷　秀子
　　　③高橋美由希
　　　④万羽　匠子
　　　⑤秋山久美子
　　　⑥佐藤　律子
（継走）小学生男子（上位3チームまで）

　　　①松代Aチーム
　　　②室野Aチ。ム
　　　③桐山チーム
（継走）小学生女子

　　　①松代Aチーム
　　　②清水チーム
　　　③松代Bチーム
（継走）メドレーリレー

　　　①莇平チーム
　　　②北山チーム
　　　③清水チーム

織灘蟻馨織灘織織1麟繊鞘

一東京奴奈川校友会新年会に260名が出席一

　
去
る
1
月
27
日
、
東
京
奴
奈
川
校
友

会
の
新
年
会
が
東
京
の
千
日
谷
会
堂
で

　
　
　
　
　
む

行
わ
れ
、
約
6
名
の
出
席
者
で
に
ぎ
わ

　
　
　
　
　
　

い
ま
し
た
。
町
か
ら
も
町
長
・
議
長
を

は
じ
め
、
教
育
長
、
・
関
係
学
校
長
ほ
か

多
数
の
方
々
が
出
席
し
、
新
し
い
年
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
東
京
奴
奈
川
校
友
会
は
、
東
京
室
野

校
友
会
と
峠
小
学
校
同
窓
生
有
志
の
皆

さ
ん
と
の
合
同
に
よ
り
5
4
年
1
月
発
足

し
た
も
の
で
す
。

　
室
野
校
友
会
は
、
昭
和
3
4
年
の
創
立

以
来
2
0
年
の
歴
史
を
持
ち
、
室
野
小
学

校
同
窓
会
誌
“
む
ろ
の
校
”
の
発
刊
や

室
野
小
学
校
へ
の
寄
付
や
寄
贈
、
お
盆

の
墓
参
訪
問
な
ど
郷
里
と
の
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
続
け
て
き
て
い
ま
し
た
が
、

奴
奈
川
中
学
校
の
廃
校
に
よ
り
、
親
し

ん
で
き
た
奴
奈
川
の
名
が
消
え
る
こ
と

を
惜
し
み
、
峠
学
区
の
皆
さ
ん
と
の
協

力
に
よ
り
、
さ
き
の
発
足
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　
発
足
ま
も
な
い
昨
年
n
月
、
最
初
の

記
念
事
業
と
し
て
室
野
・
峠
小
学
校
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

業
生
住
所
録
を
主
な
内
容
と
し
た
．
わ

が
奴
奈
川
ノ
を
発
刊
、
郷
土
愛
の
精
神

　
　
　
　
ノ

に
燃
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
新
年
会
の
折
に
は
、
室
野
神

楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
神
楽
舞
も

披
露
さ
れ
る
な
ど
大
盛
会
の
新
年
会
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の



子
供
た
ち
は
、

、㌧
ま
．
・
・
．
．
・

54

年
版
「
青
少
年
自
書
」
か
ら
（
そ
の
ユ
）

　
新
学
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
進
級
、
進

学
に
胸
お
ど
ら
せ
る
季
節
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
い
ま
子
供
た
ち
は
何
を
考
え
、

ど
ん
な
遊
び
を
し
、
ど
の
よ
う
な
将
来

の
夢
を
描
い
て
日
常
生
活
を
送
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
た
し
た
ち
親
の
一
人
ひ
と
り
が
、

　
　
　
　
　
ア

子
供
た
ち
の
．
心
の
風
景
”
を
常
に
的

確
に
つ
か
ん
で
い
る
ー
こ
の
こ
と
が

子
供
の
健
全
な
成
長
に
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
54
年
版
「
青
少
年
白
書
」
か
ら
“
現

代
の
子
供
像
”
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し

た
。

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
。
？
？
・
？
？
？
？
？
？
？
？
？
・
？
？
？
？
？
つ
・
？
？
？
・
？
？
？
？
？
？
。
？
・
？
？
？
？
？
？
。
？
・
？
？
●
？
・
？
？
・
？
？
・

子
供
を
語
る

かイトイトかかかかか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

》《》《》《》《》《》《》《》《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

》《》《》《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ

業

　　　　　業　》《

匁
身
身
蛙
薮
登
澱
登
登
登
身
澱
登
澱
雛
難

X1
螺

灘
灘
瀧》《　》《》《》《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

》《　》《》《》《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　》《》《》《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラく　　　　

　　》《》《》《
　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　ベ　　　　　

　　》《》《》《
　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　

　　》《》《》《》《》《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

》《》《》《》《》《》《》《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

へ〃へ〃》》》v》

　
お
母
さ
ん
方
は
神
経
質
に
な
り
す
ぎ

て
、
ハ
レ
も
の
に
触
れ
る
よ
う
に
子
供

と
接
す
る
　
　
こ
れ
で
は
逆
効
果
で
す
。

じ
っ
く
り
話
し
合
う
親
と
子
の
会
話
が
、

も
っ
と
も
っ
と
必
要
で
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
お
父
さ
ん
し
っ
か
り
！
と
い
い

　
　
　
　
　
　
ノ

た
い
で
す
ね
。
．
弱
い
父
親
ノ
は
、
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

供
に
よ
い
影
響
を
与
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

0
小
・
中
学
生
と
も
、
友
だ
ち
と
の
交

際
に
学
校
生
活
の
楽
し
さ
を
感
じ
て

　
い
る
者
が
多
い
。

学校生活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
《
《
《
《
《
《
《
《
《
《
《
《
《
《
《
”

青
少
年
問
題
審
議
会
委
員

井
村
和
朗
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6σ欝

6』，

何でも話し合える友達

がいる　　　23．9

仲が悪い友達がいる

簾藝癬瞬

fr2　　勉強がよくわかる
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楽しい
　　　　　　　　●。
楽しくない

　
子
供
の
生
活
環
境
と
し
て
は
、
家
庭

と
学
校
、
社
会
の
三
つ
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
い
ま
一
番
問
題
な
の

は
、
や
は
り
家
庭
で
の
親
の
あ
り
方
で

し
ょ
う
ね
。

　
高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
、
親
の
意

識
が
、
と
か
く
．
物
質
的
な
充
足
に
向
け

ら
れ
、
そ
の
半
面
、
子
供
が
疎
外
さ
れ

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思

い
ま
す
。

　
ひ
と
つ
の
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
夫
婦

共
働
き
で
が
ん
ば
る
、
そ
れ
は
そ
れ
で

い
い
の
で
す
が
、
ふ
だ
ん
子
供
を
か
ば

っ
て
や
れ
な
い
と
い
う
引
け
目
を
、
つ

い
つ
い
小
遣
い
の
額
を
増
や
し
た
り
、

物
を
買
っ
て
や
っ
た
り
す
る
こ
と
で
埋

め
合
わ
せ
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
子

供
が
求
め
て
い
る
の
は
親
の
本
当
の
愛

情
な
ん
で
す
ね
。

　
子
供
の
非
行
や
自
殺
と
い
う
反
社
会

的
な
行
動
が
増
え
る
の
も
、
一
つ
に
は

こ
う
し
た
親
子
関
係
の
も
と
で
は
、
子

供
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
得
な

い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
の
社
会
性
は
、
家
庭
の
中
で
の

親
子
の
交
流
や
友
だ
ち
と
の
つ
き
あ
い

の
中
で
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

o子供は、親のしつけによって、家庭や社会のきi　o小学生では、親がもっと自分に関心を持って

　まりを身につけていく。親からのしつけや注意ヨ　欲しいとする者は少ないが、中学生になると、

は、女子より男子の方がよく受けており、また、：男女とも親の関心の薄さを感じる者の割合が

　6～7割が親にしかられて「身にしみた」と率i　20％を超え、かなり多くなる。
直に反省している。　　　　　　　　　　　　i

親
と
の
触
れ
合
い

講
醗
灘
選
鞭

　
　
　
鷺
叢
縫
懇
瀬
難

る欲求親の自分への関心に
　（小学5、6年生）
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顔がみなぎる

家庭づくりをめざして

　
　
　
　
　
　
　
　
漢
」

　
共
働
き
家
庭
の
場
合
、
働
く
父
親
・

母
親
像
の
伝
達
が
時
間
的
に
む
ず
か
し

い
。
そ
れ
だ
け
に
直
接
子
ど
も
に
語
り

か
け
る
努
力
が
不
可
決
で
す
。
そ
う
で

な
い
と
、
ま
さ
に
多
忙
さ
の
中
に
心
が

荒
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
に
私
が
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
黙
っ
て
い
て
も
子
ど

も
に
分
か
る
は
ず
だ
」
と
、
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
に
は
分
か
ら

な
い
の
で
す
。
子
ど
も
か
ら
す
れ
ば
、

毎
日
見
る
テ
レ
「
ビ
ド
ラ
マ
の
主
人
公
の

気
持
ち
の
ほ
う
が
分
か
り
ま
す
。
　
一
日

の
中
の
わ
ず
か
な
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ

い
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、
　
「
何
故
お

母
さ
ん
が
仕
事
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

も
っ
て
い
る
事
で
ど
の
よ
う
な
面
が
よ

い
の
か
」
に
つ
い
て
、
く
り
返
し
話
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

．
　
共
働
き
家
庭
は
、
共
働
き
で
あ
…

■　

．
る
こ
と
の
よ
さ
を
積
極
的
に
子
ど
…

OO　の

．
も
に
話
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
　
旧

ODOO

米とぎ
孟地小2年

　柳　広子

　
お
か
あ
さ
ん
が
、
や
ね
の
雪
ほ
り
を

し
て
、
つ
か
れ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、

か
わ
り
に
　
米
を
　
と
ぎ
ま
し
た
。
お

か
ま
に
　
米
を
入
れ
、
水
を
入
れ
た
ら

水
が
　
ま
っ
白
い
水
に
　
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ど
う
し
た
の
か
な
あ
と
　
思
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
米
を
　
と
ぎ
な

が
ら
　
考
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
た
え
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
米
に
、
ぬ

か
が
　
い
っ
ぱ
い
　
つ
い
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
の
ぬ
か
が
　
と
れ
て
　
水
が

白
く
な
る
と
　
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
　
何
回
も
　
何
回
も
　
と
い
で
い
る

と
、
“
サ
ク
サ
ク
”
と
　
音
が
　
し
ま

す
。
米
と
米
が
　
い
た
い
よ
。
い
た
い

よ
。
と
、
言
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

米
は
、
お
か
ま
に
　
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

い
っ
た
い
　
な
ん
こ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か

な
あ
と
　
思
い
な
が
ら
　
米
を
　
と
い

で
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
水
が

き
れ
い
に
　
な
っ
て
き
ま
し
た
。
手
も

つ
め
た
く
な
っ
て
　
き
ま
し
た
。
お
か

あ
さ
ん
が
、

「
そ
ん
な
に
　
と
ぐ
と
　
え
い
よ
う
が

な
く
な
る
よ
。
」

と
　
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

「
ど
う
し
て
？
。
」

と
　
き
く
と
、

「
あ
じ
が
　
わ
る
く
な
る
っ
け
。
」

と
　
言
っ
て
　
い
ま
し
た
。
あ
ん
ま
り

米
は
　
と
が
な
い
ほ
う
が
　
い
い
ら
し

い
で
す
。
わ
た
し
は
、
大
き
な
　
こ
え

で
、「

は
あ
ー
い
。
」

と
　
言
っ
て
、
こ
た
つ
に
　
も
ぐ
り
こ

み
ま
し
た
。
と
て
も
　
手
が
　
つ
め
た

か
っ
た
で
す
。

おばあちやん

　ありがとう

儀明小5年

　小堺邦子

　
う
ち
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
よ

く
働
く
。
朝
か
ら
ば
ん
ま
で
休
み
な
し

に
働
い
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
い
そ
が
し
い
中
で
、
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
私
達
の
め
ん
ど
う
を
よ
く
見
て

く
れ
る
。
弟
の
服
が
み
つ
か
ら
な
い
と

さ
が
し
て
く
れ
る
。
夏
は
、
弟
の
よ
う

ち
え
ん
の
送
り
む
か
え
を
や
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
、
よ
そ
の
家
か
ら
お
か
し
を

も
ら
っ
た
時
な
ど
は
、
必
ず
残
し
て
私

達
に
く
れ
る
。
家
で
ケ
ー
キ
を
食
べ
る

時
も
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
残
し
て
私
達
に

く
れ
る
。

　
お
も
し
ろ
い
面
も
あ
る
。
時
々
、
弟

を
自
分
の
す
わ
っ
て
い
る
所
に
ひ
っ
ぱ

っ
て
き
て
、
す
わ
り
な
が
ら
し
っ
か
り

つ
か
ま
え
て
い
る
。
す
る
と
弟
は
、
「
わ

あ
、
わ
あ
、
助
け
て
く
れ
え
。
」
と
も

が
く
、
そ
れ
で
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
笑
い

な
が
ら
し
っ
か
り
つ
か
ま
え
て
い
る
。

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
か
え
よ
う
と

す
る
と
、
服
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
だ
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
わ
い
時
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
お

も
ち
ゃ
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
ね
た

り
、
少
し
も
手
伝
い
を
し
な
い
で
ご
ろ

ご
ろ
し
て
い
た
り
す
る
と
、
　
「
ま
た
か

た
ず
け
ね
え
で
ね
た
ね
え
凶
と
か
「
仕

事
し
ね
え
で
ね
て
ば
っ
か
い
る
子
供
だ
凶

な
ど
と
し
か
る
。
ま
た
、
の
ろ
の
ろ
し

て
い
る
と
「
さ
っ
さ
と
し
ね
ん
だ
ね
え
凶

と
お
こ
っ
て
自
分
で
す
る
。

　
私
達
が
わ
が
ま
ま
を
い
っ
た
り
、
こ

ま
ら
せ
た
り
す
る
と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

苦
労
す
る
ば
か
り
だ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

こ
ま
ら
せ
た
り
、
め
い
わ
く
を
か
け
た

り
し
な
い
か
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
ぼ
く
の
ズ
ボ
ン
に
つ
い
て
、

え
て
み
ま
し
た
。

　
ぼ
く
の
ズ
ボ
ン
は
、

か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ズ
ボ
ン
に
は
、
　
　
　
　
i

ま
す
。

い
ろ
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
か
っ
こ
う
い
い
で
す
。 ～　ぼくのジーパン

か峠小1年
ん

が　さとうまさひで

お
か
あ
さ
ん
が

　
　
　
ポ
ケ
ッ
ト
カ
四
つ
あ
り

チ
ャ
ッ
ク
も
ぽ
た
ん
も
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、

　
で
も
ひ
ざ
の
と
こ
ろ
が
す
ぐ
や
ぶ
け

ま
す
。
や
ぶ
け
た
の
は
、
お
か
あ
さ
ん

が
ぬ
っ
て
く
れ
ま
す
。
小
さ
く
な
っ
た

ら
、
お
と
う
と
に
あ
げ
ま
す
。

　
ぽ
く
は
、
ま
た
、
あ
た
ら
し
い
ズ
ボ

ン
を
か
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

う
れ
し
い
で
す
。

　
ズ
ボ
ン
の
う
ら
は
、
ぜ
ん
ぶ
ゴ
ム
で

で
き
て
い
て
、
ま
え
は
、
ゴ
ム
が
な
く

ふ
つ
う
の
ズ
ボ
ン
で
す
。
ね
だ
ん
は
、

た
か
い
そ
う
で
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
、

そ
う
い
っ
て
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
の
で
、

こ
ろ
ん
だ
っ
て
け
が
を
し
ま
せ
ん
。

ぼ
く
を
た
す
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
き
の
な
か
で
も
さ
ぶ
く
な
く
て
、
あ

せ
が
で
ま
す
。
は
し
っ
た
り
、
ス
キ
ッ

プ
を
し
た
り
、
ゆ
き
を
け
っ
と
ば
し
て
、

こ
わ
し
た
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ズ
ボ
ン
が
あ
っ
て
あ
ん
し
ん
し
て
あ

そ
ば
れ
る
ん
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
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＝達分校と私＝

滝沢分校PTA

　　　　　佐藤富士郎

　
松
代
町
の
中
で
一
番
児
童
が
少
な
い

学
校
と
い
わ
れ
る
私
達
の
滝
沢
分
校
は
、

現
在
四
名
の
児
童
で
す
。
町
当
局
を
は

じ
め
三
浦
校
長
先
生
の
並
々
な
ら
ぬ
、

御
理
解
と
御
配
慮
に
よ
り
四
名
の
児
童

が
社
会
に
正
し
く
適
応
し
て
行
く
た
め

の
教
育
を
と
、
本
校
と
の
集
合
学
習
や

交
歓
学
習
等
を
授
業
計
画
の
中
に
取
り

入
れ
る
等
幸
せ
な
教
育
を
受
け
な
が
ら

す
く
す
く
と
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
残
念
な
事
に
来
年
度
は
僅
か
二
名

の
生
徒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
何
人
に
な
ろ
う
と
、
部
落
全
体
で
育

て
て
行
こ
う
と
い
う
協
力
姿
勢
の
も
と

に
P
T
A
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

勇　獺密鰍
欝

事
業
の
一
部
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、

七
月
十
五
日
に
、
滝
沢
分
校
地
区
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
供
達
を
主
役

と
し
部
落
民
全
員
が
参
加
し
紅
白
に
わ

か
れ
綱
引
き
、
リ
レ
ー
や
ら
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
輪
投
げ
等
、
老
い
も
若
き
も
子

供
達
と
一
緒
に
競
い
合
い
、
汗
を
流
し

ま
し
た
。
閉
会
後
、
子
供
達
と
い
っ
し

ょ
に
懇
親
会
を
行
い
、
校
長
先
生
の
ピ

ア
ノ
名
演
奏
等
で
、
会
を
一
層
も
り
上

げ
て
戴
き
ま
し
た
。
最
近
親
子
の
断
絶

と
か
耳
に
す
る
昨
今
こ
う
し
て
老
い
も

若
き
も
子
供
達
と
一
緒
に
な
っ
て
健
全

な
る
児
童
育
成
を
め
ざ
し
参
加
す
る
姿

こ
そ
真
の
P
T
A
の
在
り
方
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
新
し
い

事
業
の
一
つ
と
し
て
昨
年
度
か
ら
出
稼

者
激
励
会
を
計
画
し
、
出
稼
者
の
皆
さ

ん
を
激
励
す
る
意
味
で
十
一
月
十
日
分

校
屋
内
運
動
場
に
於
て
部
落
民
全
員
が

参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
授
業

で
参
加
出
来
な
か
っ
た
中
・
高
生
徒
に

よ
る
出
稼
者
へ
の
激
励
の
作
文
が
本
年

度
滝
沢
分
校
に
配
置
さ
れ
た
V
T
R
に

よ
り
は
じ
め
て
み
ん
な
に
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
四
名
の
児
童
に
よ
る
劇

“
か
さ
地
蔵
〆
婦
人
会
の
踊
り
な
ど
素

　
　
　
　
　
ノ

晴
し
い
激
励
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
和
や
か
な
中
に
も
私
達
の
目
を
引
い

た
の
は
涙
な
が
ら
に
喜
ぶ
老
人
達
の
姿

αOl

で
し
た
。
最
後
に
出
稼
者
の
代
表
か
ら

感
謝
の
こ
と
ば
が
あ
り
和
や
か
な
拍
手

か
っ
さ
い
の
中
出
稼
者
を
送
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
出
稼
ぎ
を
目
前

に
し
て
、
父
と
子
、
そ
し
て
家
族
、
部

落
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
長
い
冬
を
乗

り
越
え
て
行
こ
う
と
す
る
、
団
結
の
き

ず
な
を
よ
り
深
め
た
事
は
本
当
に
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
と

し
て
、
二
月
十
五
日
雪
の
芸
術
展
、
二

月
二
十
四
日
滝
沢
分
校
地
区
雪
上
運
動

会
。
三
月
に
入
っ
て
給
食
反
省
会
、
六

年
生
を
送
る
会
等
、
実
り
あ
る
会
が
計

　
　
　
　
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

　
　
　
　
し
て
P
T
A
事
業
を
ふ
り
か

　
　
　
　
え
っ
て
み
ま
す
と
き
に
分
校

　
　
　
　
と
私
達
は
か
け
は
な
す
こ
と

　
　
　
　
の
出
来
な
い
存
在
で
あ
る
事

　
　
　
　
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
し

　
　
　
　
て
二
人
の
先
生
が
私
達
の
生

活
の
中
に
解
け
こ
み
、
社
会

教
育
の
向
上
と
部
落
民
の
幸

せ
の
為
に
先
頭
に
立
っ
て
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
企
画
し
実

践
し
て
く
だ
さ
る
事
に
対
し

私
達
も
も
っ
と
積
極
的
に
協

力
し
実
践
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
反
省
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
私
達
が
一

番
考
え
改
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
松
代
町
が
め
ざ
す
、

過
保
護
を
排
し
次
代
を
生
き

ぬ
く
、
た
く
ま
し
い
児
童
育

成
の
為
に
ま
ず
家
庭
教
育
か

ら
改
め
、
最
善
の
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
を

新
に
し
て
お
り
ま
す
。



鋤
で

3
千
会

蟹
大

松
　
田

骨
井

絶
轍
8

藤
琳

佐
全

　
松
代
中
学
校
の
佐
藤
純
一
君
（
三
年
）

は
、
去
る
2
月
7
日
北
海
道
旭
川
で
行

わ
れ
た
全
国
中
学
選
抜
ス
キ
ー
大
会
に

出
場
し
、
一
六
九
名
の
参
加
者
で
争
わ

れ
た
男
子
1
0
キ
ロ
競
技
で
堂
々
8
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

！
！

位に入賞

　
佐
藤
君
は
、
上
越
ス
キ
ー
選
手
権
の

男
子
1
0
キ
ロ
競
技
で
優
勝
、
県
ス
キ
ー

選
手
権
で
は
同
種
目
2
位
の
好
成
績
を

収
め
、
新
潟
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会

へ
出
場
し
て
い
た
も
の
で
す
。

☆
所
得
税
の
申
告
は

　
　
　
　
　
　
　
　
お
早
め
に
☆

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
3

月
15
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
告
が
お
済

み
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
問
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。

！
■
響
重
！

児
童
手
当

支
給
の

お
し
ら
せ

　
児
童
手
当
二
月
期
支
給
分
は
二
月
九

日
付
で
受
給
者
各
位
の
各
々
第
四
銀
行

・
松
代
町
農
協
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

　
二
月
期
支
給
分
よ
り
手
当
の
額
が
改

正
さ
れ
、
町
所
得
割
額
の
無
い
方
は
、

一
月
六
、
五
〇
〇
円
の
四
カ
月
分
．
町

所
得
割
額
の
有
の
方
は
、
従
来
ど
お
り

一
月
五
、
O
O
O
円
の
四
カ
月
分
で
す
。

こ
の
次
の
定
時
支
給
日
は
、
6
月
1
0
日

で
す
。

＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆

　
赤
で
ん
わ
を
つ
か
っ
て
緊
急
通
話
を

す
る
と
き
、
赤
で
ん
わ
に
一
〇
円
硬
貨

を
投
入
し
て
一
一
〇
番
あ
る
い
は
一
一

九
番
を
ダ
・
4
ヤ
ル
し
て
も
、
あ
な
た
の

声
は
先
方
に
聞
え
ま
せ
ん
。

　
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
っ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

L
料
金
（
一
〇
円
）
は
不
要
で
す
。

2
赤
で
ん
わ
の
お
う
ち
の
方
に
「
緊
急

　
通
話
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
申
し
で

　
る
。

a
赤
で
ん
わ
の
お
う
ち
の
方
が
切
替
え

　
す
る
。

4
一
一
〇
番
あ
る
い
は
一
一
九
番
を
ダ

　
イ
ヤ
ル
す
る
。

5。

「
警
察
署
」
又
は
「
消
防
署
」
が
で

　
た
ら
、
は
っ
き
り
要
件
を
い
う
。

ノく

レ
ー
ボ
ー
ル

公
認
審
判
員
が

増
員
さ
れ
ま
し
た

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
協
会
長
、
藤

巻
幹
雄
）
で
は
、
公
認
審
判
員
を
増
員

す
る
た
め
、
昨
年
八
月
か
ら
、
松
代
中

学
校
小
菅
信
之
先
生
の
指
導
の
も
と
で
、

中
学
校
始
め
、
高
校
、
町
体
育
協
会
の

協
力
に
よ
り
、
通
算
四
十
三
回
の
講
習

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
十
二
月
九
日
、
新
潟

県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
公
認
審
判
員
の
検
定

会
が
、
上
越
で
実
施
さ
れ
、
次
の
方
々

が
、
み
ご
と
、
そ
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。

松松松松松松

代代代代代代

小
屋
丸

小
屋
丸

池
之
畑

池
之
畑

池
之
畑

田
野
倉

鈴
木
幸
紀
代

斉高市山柳柳佐富樋本本
藤橋川賀　　藤沢口柳山

・一芳角子哲　一恭昭俊豊
良雄治平郎昇徳一一孝樹

　
　
　
　
　
　
　
以
上
十
二
名

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、
今
後
、
町

体
育
協
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
、
期
待
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

潔
”
民
謡
”
を

習
い
ま
せ
ん
か

松
代
民
謡
教
室
で
は
、
指
導
さ
れ
て

い
た
樋
口
政
信
さ
ん
が
町
外
に
転
出
さ

れ
た
た
め
、
新
た
に
十
日
町
市
よ
り
、

関
口
越
正
先
生
を
講
師
に
迎
え
民
謡
教

室
を
四
月
よ
り
開
設
し
ま
す
。
会
費
は

月
千
円
（
毎
月
2
回
・
第
一
・
第
三
火

曜
日
・
夜
）
で
会
員
を
募
集
中
で
す
。

　
申
込
み
・
お
問
合
わ
せ
は
町
総
合
セ

ン
タ
ー
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q



嵐
　
　
ヤ
　
　
　
リ

　
　
樽
黛
　
乏
’
‘

　
　
　
も
き

支
芸
鰹

し
ぶ
み
新
年
初
句
会

　
　
　
一
月
十
二
日
於
金
－
旅
館

未
練
気
も
な
く
子
等
帰
る
三
日
か
な

時
う
て
ば
ふ
と
時
計
み
る
寝
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

大
鯉
の
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
寒
の
入
り

寒
釣
り
の
老
人
ビ
ク
を
巻
い
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

か
け
声
も
初
音
と
聞
き
し
寺
年
始

暮
れ
か
か
る
国
境
と
見
し
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

大
撒
の
大
炉
楽
し
む
寺
年
始

父
母
に
歩
み
を
合
わ
せ
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

重
ね
着
の
上
に
重
ね
着
し
て
寒
し

月
影
を
黒
く
落
と
し
て
雪
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

年
礼
や
老
女
の
身
ぶ
り
お
だ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た

禅
寺
の
大
戸
開
け
あ
る
大
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

こ
の
年
も
三
軒
へ
り
て
根
雪
な
り

暮
れ
か
か
る
鶏
足
山
や
雪
起
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

北
側
の
樹
々
に
は
り
つ
く
雪
激
し

か
じ
か
む
や
疲
れ
泣
き
つ
つ
吾
子
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

風
花
の
中
を
児
童
の
列
が
行
く

小
雪
と
て
か
ん
じ
き
用
意
小
玄
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

元
日
や
妻
に
も
小
言
伏
せ
に
け
り

初
暦
明
る
き
部
屋
よ
り
か
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善

山
人
は
も
み
じ
切
り
来
て
山
納
め

賀
酒
に
酔
い
初
流
れ
見
る
渋
海
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞

鉄
床
を
磨
く
野
鍛
治
や
初
仕
事

風
花
の
舞
う
方
向
に
歩
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

乱
れ
飛
ぶ
白
浪
元
日
の
月
高
し

元
朝
や
光
り
流
れ
る
渋
海
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶

宵
道
を
ふ
み
て
七
草
暮
れ
に
け
り

一
ツ
身
の
長
き
挟
や
初
鏡

束
の
間
の
雪
化
粧
せ
し
寒
の
入
り

水舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

主
婦
の
座
の
ぬ
く
も
り
も
な
く
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

き
く
代

仲
人
に
年
賀
帰
り
の
む
つ
ま
じ
さ

松
の
内
子
等
ノ
シ
袋
の
数
か
ぞ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

落
葉
せ
ぬ
鶏
足
山
に
雪
の
ふ
る

大
霜
の
朝
日
に
屋
根
の
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

な
ず
な
打
つ
ま
な
い
た
新
し
事
始
め

ま
ゆ
玉
を
一
つ
落
し
て
嫁
が
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

孫
多
き
新
年
と
な
り
父
母
老
ゆ
る

寒
と
居
て
語
ら
い
も
な
し
雪
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
で
し
こ

来
る
年
の
幸
福
願
い
ト
ソ
祝
う

銀
砂
子
片
割
月
の
影
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

少
雪
の
大
先
立
て
て
初
詣

寒
菊
の
枯
れ
葉
繕
い
供
華
と
せ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

蒲
生
新
年
初
句
会

　
　
一
月
四
日
　
於
　
集
落
セ
ン
タ
ー

出
稼
ぎ
の
顔
も
加
わ
り
初
句
会

禁
猟
の
ダ
ム
な
る
を
鴨
の
知
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

賀
状
来
し
友
も
今
年
は
五
十
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

陽
が
さ
せ
ば
陽
を
喜
び
て
雪
散
り
つ
ぐ

教
え
子
の
賀
状
童
顔
浮
か
ぶ
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

歌
の
屑
か
ご
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
下
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埋
れ
木

“
年
末
〃

宮
杉
の
大
樹
を
染
め
て
護
扉
の

　
塒
ふ
見
つ
、
賀
状
認
む

泣
き
て
笑
い
憂
へ
愉
し
み
一
と
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
つ
ご
も
り

　
　
早
巡
り
来
し
か
大
晦
日
よ

白
赤
と
大
つ
ご
も
り
の
競
い
歌

　
　
う
と

　
　
疎
し
く
な
り
し
吾
が
お
く
れ
か
も

ふ
む
雪
に
身
も
ひ
き
締
ま
る
初
詣

初
旬
会
背
に
一
筋
の
蟹
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫

雨
ふ
る
や
雨
の
音
き
く
初
句
会

蔭
膳
に
乾
盃
の
手
を
延
べ
る
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

こ
の
冬
や
蕗
の
と
う
伸
ぶ
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

”
年
始
”

と
つ
く
に
　
　
こ
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま

外
国
に
事
件
は
お
こ
れ
ど
美
し
国

　
　
わ
れ
ら
祖
国
の
締
年
祝
ふ

古
稀
超
え
て
安
け
く
命
長
ら
へ
ど

　
　
世
に
貢
ぐ
な
き
身
を
ぞ
恥
ら
ふ

人
生
の
価
値
観
ま
で
変
り
し
と
言
う

　
　
蔵
は
ぬ
世
ま
で
生
き
長
ら
へ
し

＝
・
＊
：
・
＊
：
・
＊
：
・
＊
：
・
＊
：
・
＊
；
・
＊
…
＊

☆
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
文
芸
☆

璽
　
小
渥
丸
元

元
日
や
門
に
〆
縄
浅
黄
空

は
げ
頭
さ
し
こ
む
風
や
寒
の
い
れ

年
過
ぎ
て
鳥
追
祭
り
き
な
こ
餅

は
る
雨
や
猿
に
踊
り
を
お
し
え
る
子

燗
漫
と
桜
ら
花
咲
き
茶
や
小
屋
に

草
木
や
春
の
芽
ぶ
き
よ
医
者
し
ら
ず

ほ
ら
廻
れ
彼
方
に
聞
こ
い
ぬ
米
細
し

朝
顔
や
け
さ
も
一
輪
ぱ
っ
と
咲
く

薮
兎
ぎ
あ
づ
き
食
ず
に
糞
さ
ん
こ

文
化
の
日
三
か
ら
立
て
し
や
餅
の
味

◎
ス
リ
ツ
プ
事
故
の

　
　
　
　
　
　
　
　
防
止
を
〃
●

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
町
内
で
ス
リ

ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
凍
結
・
圧
雪
路
面
で
は
、
必
ず
徐
行

運
転
と
チ
ェ
ー
ン
着
装
を
！

1
●
　
1
　
●
　
1
●
　
ー
●
　
1
　
●
　
ー
　
●
　
ー
　
●
　
1
　
●
　
ー
　
●
　
1
　
●

◎
猟
銃
の
適
切
な
保
管

　
　
と
残
火
薬
の

　
　
　
　
　
委
託
保
管
を
〃
●

　
各
地
で
猟
銃
の
不
適
切
な
保
管
、
取

扱
い
か
ら
悲
惨
な
事
件
、
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
猟
銃
の
保
管
は
、
施
錠

を
し
た
堅
固
な
保
管
設
備
に
。
残
火
薬

は
、
銃
砲
店
等
、
業
者
に
委
託
保
管
を
。


